
 

■お客様の施工現場から■   屋根瓦を軽いスレート屋根に全面葺き替え/国分 Ｋ様邸 

このたび、工事のご依頼を頂きましたお住まいは、築約４０年、建坪４０坪の木造２階建ての建物で、今から約 17

～18 年前より、浴室、キッチン、居間等の室内のリフォームや外壁の塗装工事等でお世話になってまいりました。

そして今回は、昨秋の大型台風により、2 階の屋根瓦がハガレ落下したため見て欲しいとのご依頼を頂き、調査に

伺いましたところ、落下した瓦は棟瓦の数枚程度で、火災保険を利用して修復可能な比較的に軽微な被害でした。

しかし、築年数も４０年を超えておりましたので、念のため、屋根瓦を数枚取り払い下地の状態を拝見しましたと

ころ、予想通り、ほぼ全体にわたり防水紙が切れ、すぐにでも雨漏りが発生する状況でした。 

そこで、ご依頼頂きましたお客様には現状を詳しくお話し、落下した棟瓦の部分的な修復から、全面的な屋根の葺

き替えの必要性をご説明させて頂きました。そして、既存の屋根瓦を全て撤去し、新たに、下地板と防水シートを

張り替え、重い屋根瓦の１/３の重量のスレート（コロニアル）屋根材に葺き替えることとなりました。 

たまたま、この時期は台風被害の影響もあり、着工迄大幅に遅延を来たし、お客様にも大変ご迷惑を 

お掛けしましたが、約２ケ月にて全ての作業を完了させて頂きました。今回の改修工事にて建物の 

耐震性や雨漏りの不安からも解放され、日々、安心・快適にお過ごしになられることと思われます。 

 

■ひとり言■  こんにちは。エムエスホームの佐原です。いつもお世話になります。 

一年で一番寒いといわれる大寒も過ぎて、今月の２月３日は節分・豆まき、そして、２

月４日は立春を迎えます。また、これから、市川市内のあちらこちらで早咲きの梅の花

や水仙の開花も見られ、少しずつ季節も温暖な春に近ずきつつある今日この頃です。 

しかし、１月の中旬頃は、連日、雨模様が続き、私共のような住まいの作業に当たる業

者は、ひとたび長雨に見舞われますと、日々の屋内・屋外の作業を中断しなければなら

ず、さらに、工事の現場に資材等を搬送する際にも、資材を濡らさないようにシートを

被せ養生に気を遣う必要が出てまいります。また、この季節、これからお住いのリフォ

ームや改修を予定されておられるお客様も、突如、予定を取り止められたり、工事の時

期を延期されたりすることもありますので、この時期の長雨や寒さ等の気候 

の変化が大きく私共の仕事に影響をもたらします。何とか、春先に向けて、 

穏やかで晴天の続く季節の到来に期待したいものです。 
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■暮らしのたより■      水蒸気を抑えていや～な結露を防ぐ！ 

暖かい部屋の空気が冷たい窓に触れて冷やされると、空気中の水蒸気は窓の表面で水滴とな

ります。それが結露です。人の体からも水蒸気が出ますし、入浴や料理など、水蒸気は普段の

生活で必ず発生します。意識して水蒸気の発生を抑えれば、結露を減らすことができます。 

水蒸気の発生を抑えるために気をつけたいのは加湿器の使い過ぎ。冬場は湿度を保つことも

大切ですが、加湿しすぎにならないように心がけましょう。 

また、お風呂のフタの開けっ放しもＮＧです。洗濯物を室内に干すことも、できれば避けた方

がよいのですが、室内干しする場合は、除湿器を使用するなどの工夫をするとよいでしょう。 

そして、こまめに換気して余分な水蒸気を外に出すことも大切です。換気のために窓を開ける

ときは、二か所の窓を同時に開けると効率よく換気できます。調理中は換気扇を忘れずに。調

理が終わっても３０分程は換気扇を回しっぱなしにしておきましょう。 

結露対策に効果的なリフォームのひとつに「内窓の取り付け」があります。今ある窓の内側に

窓を取り付け、窓を二重にします。二つの窓の間の空気の層が、暖熱効果を発揮。 

部屋の中の暖かい空気が外気の冷たさに触れないため、窓表面に結露ができに 

くくなります。 

そして、この「内窓の取り付け」は、同時に、夏場の厳しい暑さの時には、 

断熱効果を発揮し快適な生活環境つくりにも繋がります。 


